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c .九 州地方に論ける緑化用樹の生産動向と大規模経営の

実態

村 瀬 房之助

この調査研究 は.林 野庁.日 本緑化セン ター.九 州の各県庁における資料収集.お よび現地生

産=者か らの聞取 りに よつて ま とめた ものであるQ本 交 はtO4頁 に も及 ぶ もので あるため.そ

の要約のみを報告 する0

1・ 業界の予想では.緑 化用樹の生産規模は現在2,000億 円 程度 であるが .年 率20%の 伸

びが期待 され.5年 後の昭和55年 には5,00e億 円 になる といわれ るoし か しその需要 の実

態は必ず しもつか まれてい 左い。需要の計測値 が出ているのは.建 設省 の都 布公園5力 年計 画

(そ の需要量は紹漁49～53年 度 の5力 年で1,59o万 本).住 宅公団(昭 和48～52年

腰 で598万 本)首 都 圏の総需要予測(昭 和46～55年 度 の10年 間 で1億653万 本.

56～69年 度 の5力 年で4,530万 本)ぐ らいの ものであるo

一 方
、生産 については農林省蚕 糸園芸局 の昭和46年 産花木類の生産状況調査 が全 国的規模で

の晦査資料 と して殆ん ど唯一つの 庵のであるが .そ れ にょると栽培戸数42,495戸 、作付露

積8.409ha.生 産 本数552.259千 宏.生 産額61,530,065千 円.販 売太数202β08

千 本 、販売金額 喋4,398,589千 円 で.九 粥地方 のシェアー は夫 々 燵2.4%。 肇8、6兜.

11.8%.8.3%.15%.12.7%と な る。 しか し都 道府県男ilでは福 周県 は埼玉県 .愛 知県.

千 葉県.兵 庫県 な どと肩 をならべる屈 指の生産県で ある。

緑化用樹 の価格 の動向 を55年 と45年 との対比でみる と,平 均で5.5倍.常 緑広葉樹類は

5.3倍 の 値上 りを してい るが.今 後は この 滋うな大 市な値上 りは望 めそ うに壕 く.む しろ樹種

に ょつては1直下 りの司能性が大 きtハo

なお 疑本緑化セ ンター は昭和48年8月1日 に発足 したが .こ の センター が緑化用樹に関す

る情報 を収集 し.現 在.窮 要者.生 産者 と もに手探 り状態 にある需給閣係の講 整機能 を果す こ

とが期待 され る。

2.九 州各県の緑化用樹 の生産流通状 況の調査は資料の不足 などで十分 な成果 をあげ るこ と

が 出来 なか つたが.概 況 はひとと論 り把握 したoそ の特長 を要約す ると次の と6・slvであ るo

① 福岡県の生産 の現流 は県 が§下調査 中で明 らかで ないが 、花木.植 木 の軍場調査 が行 なわ

れ ていて.そ の資料 に ょる と県内の花 き市場55の うち29が 花 木 .植 木 を取扱 つて論 り.そ

の取 扱高は1,594 ,938千 円 にのぼ つているo市 場流通量 を総流逸量 の5割 とみ て も.福 岡

県だけで50億 円以上の緑化用樹の販売があ つたこ とになる。



②佐賀県の編植木産地は佐賀市周辺であるが.新 規産地 として鳥栖周辺地区と俳万塁周辺地区

がある。前考は久留米の業=者との契約栽培が多く.後 者は山林苗生産業者の転換にょるものであ

るが.仏 ずれにしても零緬規模で.樹 種はカイヅカイブキ.ツ ツジ類が多い◇

③長崎県では新規産地 として.島 原半島お よび犬村市周辺の畑作地帯がXき く1申び.ま た西彼

杵半島では山取 り木の生産が行 なわれているQ長 崎県の生産本数は2,000万 本を越えているが、

その うち幼苗が85%を 占めている。凌た島原半島では委託栽培が多いQ

④熊本県ではとくに県北の畑作地帯か一大新興塵地 となつているが,そ の産地化に先鞭をつけ

た久留米.田 主丸の業者の委託栽培に対抗 して.県 経済連が傘下の農協をバックに積極的に緑化

用樹の生産、流通部門の掌握から造園部門への進轟を企図 しているのが注葭されるo

⑤ 大分県では林興産,九 州林産などの企業にょる緑化用樹の生産が穴きな比重を占めている

が.新 産都市の発展に ょる環境破壊に対 して大分県が積極的に緑化用樹の生産を推進 し.県 土の

緑化を§ざしているo

⑥宮崎県では豊窩な土地に着目して中央から大手企業の進出が盛んで.大 規模 な単位で養成木

生産を行なつているo樹 種はシャリンバイ.ツ ツジ類。ココヤシ.イ チョウ.ク スノキなどであ

るoな 誇クス苗(実 まき.1年 生苗)は.47年 には1本100円 していたがt48年 はtO円

になつた。 このクス苗は鹿児島県から買入れているが。淫地の鹿児島県では5～8円 という。作

りすぎのための暴落であるo

⑦ 鹿児島県は.出 取 り木の資源が=豊富なため.多 くの大手企業が進出 して建てお鉱 その乱

開発ぶりが県では問題 となつている。新興産地 としては.山 取り木の育成 を主体とする鹿屋地域

と山林種苺から転換 した出水地域が最 も大 きいが.そ の他にも各地に小産地が形成 されつつある。

攻お熊本営林局では国有林野事業の一環 として昭和47年 か ら環境緑化木生産事業を始め.管

内では55営 林署が山取りとその養成を行なつている。 しか し山取りが自然破壊につながること

を警戒してきびしい採取基準を設けているため.生 産本数は10万 本程度にとどまつている。

また中央の穴手企業の九州.と くに南九州への進出は積極的で.王 子製紙.十 条製紙 などの代

表的 な紙 ・バルブ会社や三井物産.三 菱商事などの商事会社が各地に根拠を蔚き.緑 化用樹の生

産を行 なつている。

5.緑 化用樹の大規模経営者の事飼 として.A園.鍼 園、F園 を取上げ繧営分析をk・こなった。

A園 は造園茱.M園 は出林苗生産.F園 は仲買業に重点を撫いているo三 者に共逸 しているのは.

資金の不足であるoし か し.A園 は緑化用樹の出林内育成.M園 は農事組合法人への昇格 とミス

トによる苗木生産、F園 は.山 出しとその育成 を将来の方向としてtAる。このように.同 じ大規

模経営者であつて為.経 営内容に差があり.と くにF園 は鹿児島県出水、鹿屋地域の出作 りに経



営 の焦点 を合わせ.就 中,鹿 屋に今後 全力をそそ ぐ予定 である。そ して.こ れ とは対照的 に、

簸園は.植 木の薪興産地に涛いて新 たに緑 化用樹の犬量 生産 を語こなう意欲をみせているoこ

の ことか ら.新 興産地.す なわち後進地 に語け る緑化用樹生産 に も諸種のパ ター ンが可 能であ

る ことを示唆 している。


